
春の訪れを明るく陽気なディキシーランドジャズで楽しみませんか。
　演奏は（マチルダ・フォーで、2008年にバンジョー奏者、大國涼太氏により結成された
ジャズバンドです。メンバーは、トロンボーンBenkey、トランペット小森信明、バンジョー
大國涼太、チューバ河合勝幸の皆さん。古いアメリカンポップスや映画音楽、日本の唱歌な
ど様々な曲をディキシーランドジャズにアレンジしたステージは幅広い層に楽しまれて
います。現在もコンサートやライブに留まらず、各種パーティーや学校公演、老人ホーム訪
問と多岐にわたり活動中です。なお、バンドリーダの大國さんは荻窪在住です。

★日　時：平成29年3月18日（土）午後2時～4時
★場　所：荻窪地域区民センター第1・2集会室 左からBenkey、小森信明、大國涼太、河合勝幸の皆さん

春のディキシーランドジャズ・コンサート

　11月22日、秋の野山を彩る自然の美しさを、あなたの部屋に飾っ
てみませんかという「秋を楽しむ工作教室」の講座が開催され、子
どもも含め約20名の方が参加しました。
　講座は、環境省の環境カウンセラー山室先生と仲間の講師の方々
の指導で進められました。参加の皆さんは講師陣が用意した木の枝、
蔦、珍しい木の実などを使って、独自の作品に取り組み、その楽しさ
を満喫しました。また子ども達がお母さんと一緒に作品作りに励んで
いる光景も微笑ましいもので、2時間が瞬く間に過ぎて行きました。

　12月11日（日）、恒例の「荻窪寄席」が開催されました。
　この寄席は聴覚障害の方にも楽しんでもらえるように
字幕付きの落語であるのが特徴です。今回も一般の方々
60名の他、杉並中途失聴・難聴者の会から20名の方が
参加しました。金原亭馬玉師匠の落語「饅頭怖い」と「そ
ば清」、及び翁家和助師匠の太神楽芸を楽しみました。
　「そば清」では、そば、うどん、とろろそば、きしめ
んをすする音を巧みに使い分ける芸に感心したり、太神楽芸にハラハラドキドキしたりしました。
　聴覚障害の方から「皆と一緒に同時に笑うことができて嬉しかった」という感想が寄せられ、健常者には気付
かない苦悩とそれを乗り越えた喜びのあることが分かり、主催した側としても共に喜びを感じることができた企
画でした。

　「桃井」は、江戸時代、「上井草村」と呼ばれていました。また、当
時編まれた『新編武蔵風土記稿』「上井草村」の項には「いかなる
故にや、古へより遅野井村と唱う」と書かれています。他にも『武
蔵名勝図会』「遅野井村」の項には「中古以来は『上井草』とも唱え
し由」とあり、「桃井」は「遅野井村」とも呼ばれていたことがわか
ります。
　そして明治22年（1889）、「上井草村」は「井荻村」となり、昭
和39年（1964）6月の住居表示施行によって「井荻村」（後に井
荻町）の一部は「桃井」となりました。住居表示の多くの町名は、
旧地名を採用する中、「桃井」は、住民向けアンケートから採用さ
れた町名でした。アンケートでは「中通り」と「桃井」の２案あり、
審議の末に「桃井」が採用されました。

　

　桃井二丁目6番にある「桃井第一小学校」（以下、「桃一小」）の
校名は、町名よりも古く、明治9年（1876）の独立時より「桃井小
学校」として「桃井」の名が使われています。
　「桃一小」は、明治8年（1875）4月28日、薬王院（桃井二丁目4
番）境内の薬師堂を仮校舎として設置された小学校です。当時の
校名は「第三中學區第九番公立小學桃園學校第貳番分校」とい

い、中野区立「桃園小学校」（中野区本町三丁目16番）の分校でし
た。しかし、児童数が増えたため翌年に「桃

とう
井
せい
小学校」として独立

し、新たに薬王院の隣接地に創設されました。
　校名の由来について郷土史家の森泰樹氏は、著書『杉並風土
記上巻』の中で「桃園小」の「桃」と、「桃一小」が位置する「遅野井
村」の「井」をとったといわれていると記しています。この校名の
由来について詳細は不明ですが、「井」の字は、元来、「水の湧く場
所」を指す語です（『広辞苑』）。かつてより校名や地名、町名にも
「井」の字が使われたことは、この辺りに水の湧く場所があったと
いうことでしょ
うか。実際に、明
治期の「桃一小」
校内中央部には
井戸があり、「手
押しポンプ一基
で良質の水を吸
い上げていた」
（図参照）そうです。また、「桃一小」の校歌（※1）にも「桃の井の深
き泉はとこしえにまことの水がわくところ」と歌詞があります。
きっと児童たちにも馴染みある井戸水だったのでしょう。現在、
井戸はありませんが、創立90周年記念（昭和40年（1965））の
際に、地下水が湧き出る仕組みの石碑「桃乃井」がつくられまし
た。水の湧く姿は、新たな姿となって児童たちに見守られ続け、
今や「桃乃井」は馴染みある風景となっています。

町名の由来と今 第5回

地名の歴史と由来／「桃井」の地名 幸田有美子（杉並区立郷土博物館分館）

地名の変遷

「桃一小」にあった「桃の井の深き泉」
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※当センターの対象地域を示しています。

図　矢嶋又次画「桃井尋常高等小学校」杉並区立郷土博物館蔵
中央に井戸が描かれている。

桃一小校内にある「桃乃井」の石碑（筆者撮影）
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※1：桃一小の校歌は昭和
10年（1935）に制定。
作 詞・友 田 宜 剛、作
曲・田村虎蔵作曲

イベント紹介

「秋を楽しむ工作教室」

「荻窪寄席」

講座報告

イベント報告

　2月25、26の両日、当区民センターで行う第38回アート展では、
天沼中学校が棟方志功氏から寄贈された作品「春夏秋冬」4点の
原画を展示します。杉並区教育委員会と天沼中学校の協力により
実現したものです。貴重な機会ですので、どうぞご覧ください。
　ところで、なぜ天沼中学校が巨匠から原画を寄贈されたのでしょ
うか。その経緯は同校校長が書かれた解説文に紹介されています。
その要旨は以下の通りです。
　「本校は昭和22年の開校です。昭和32年の創立10周年記念事業
の一環として図書館建設のための募金運動が行われました。天沼
中学の学区域に住んでいた棟方志功氏にも募金の依頼をしたとこ
ろ、版画「春夏秋冬」が寄贈されました。この頃、棟方氏は様々

な国際版画展で大きな賞を受け、世界的な版画家として注目されていました。地域の学校とはいえ、よくも天沼中学校へ作品を寄
贈いただけたものと深く感謝するものです。
　当初、この作品は新築された図書館に掲げられていましたが、昭和35年に鉄筋新校舎が完成したのに伴い、校長室に移されまし
た。さらに、年月が経ち作品の保存状態が心配されるようになりましたので、平成元年に原画を杉並区立郷土博物館に保存依頼し
ました。以来、複製を校長室に掲げていましたが、この貴重な作品をより多くの生徒や来校者の方々に見て頂くことが、棟方志功
氏の意向に通じるものと考え、本校創立60周年を機にこの場（玄関左側の壁）に掲げることとしたものです。（平成19年8月）」

棟方志功の原画を展示─2月の「アート展」

玄関左壁に掲げられている「春夏秋冬」原画の複製


